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【令和７年度発注予定業務 事前説明会資料】

案件番号：１

調達案件名：「令和７年度林野庁情報誌「林野」の編集・版下製作
及びウェブサイト整備業務」



林野庁ホームページ



情報誌「林野」のページ



情報誌「林野」のページ（ＰＤＦ）



情報誌「林野」のページ（ＰＤＦ）



参考「aff」のページ（HTML）



参考「aff」のページ（PDF） 参考「aff」のページ（HTML）



参考「aff」のページ（PDF） 参考「aff」のページ（HTML）



参考「aff」のページ（HTML）



参考「aff」のページ（PDF）



஌௔・௔業・਽౫産業崘嵒ーンਛশ੕়対策のうち௔業崯ジ崧嵓・イ崶嵁ーシ嵏ン੕়対策のうち
௔業イ崶嵁ーシ嵏ン崷崾ଡണ事業 【令和ڳ年度予算概算決定額 39,000（39,000）૸円】

林業のデジタル化の伴走支援

〇 有識者委員会において、
イノベーションを推進する
ための方策を検討

［お問い合わせ先］ 林৙ૂଢ଼஢੐଑ୖૼ୒৫৅௓ਤ஼（03-3501-5025）

自治体

研究機関
林業事業者

林業機械メーカー

林業支援サービス事業体

林業機械メーカー スタートアップ・異分野企業等

林業支援サービス事業体

調査・方策検討

〇 林業事業者や林業機械メーカーに、スタートアップ・異分野企業等の新たなプレイヤーを加え、
相互の交流を推進するイベント等を実施

〇 新たな製品・サービスや、それらの導入
効果・改善点等の情報を交換

→ 新技術の改良、更なる普及を加速し、
林業現場の課題を解決

〇 林業現場の課題を共有し、各プレイヤーの
強み・希望する協業先等の情報を交換

→ 異なる強み・技術を有する者が協業し、
新たな製品・サービスの実用化を加速

〇 自動化・遠隔操作化技術の安全性
について、検討会を設置し、ルールづく
りを実施

ٛ事業の૴れٜ 民間団体等
委託

国

新技術導入環境整備

＜対策のポイント＞
林業の਍৸性と生産性のఄඩ৓向঱に必要な新ૼ୒の৫৅と現ৃ実ಎをਸச৲するため、౮ী৙企業等が૞઺する崿嵑崫ト崽崑ー嵈の
ଡണ・ઈ੾、௔業の崯ジ崧嵓৲に਄峴ੌ峪৉ୠ峢のൣ௒੍ର、ঽ৿৲・೫࿒ඝ੿৲ૼ୒の਍৸対策嵓ー嵓峏岹峴等を実施します。

自動運転・遠隔
操作林業機械
の安全性確保

ガイドライン

（成果のイメージ）（自動運転技術の例）

〇 国の技術開発方針等
の検討に活用するため、
先進技術等を調査

〇 林業のデジタル化に取り組む地域に対して、コーディネーター派遣等に
よる伴走支援を実施

〇 先進地域の取組成果を活用し、他地域への横展開に必要な伴走
支援ツールを充実

体制整備等
のための

チェックリスト

デジタル化
費用対効
果算定
ツール

森ハブ・プラットフォーム構築・運営

フェーズ③ 地域が一体となったデジタ
ル林業の自律的展開

フェーズ② 複数事業者・工程の連携に
よる実証プロジェクト

フェーズ① 地域コンソーシアムの形成
と課題の明確化

（地域における取組の進展のイメージ）（伴走支援ツールの例）

林業イノベーションハブセンター（森ハブ）



グローバル産地づくり推進事業のうち

コミュニティ形成等支援事業 【令和７年度予算概算決定額 143（154）百万円】

＜対策のポイント＞
輸出産地等の裾野を広げ、海外市場に繋げるため、GFP（農林水産物・食品輸出プロジェクト）を活用した輸出診断やフォローアップ等の伴走支援、輸出
人材の育成・ニーズに合った輸出人材の確保等の実施、輸出先国規制情報検索ウェブサイトの運営、加工食品の輸出強化等を行います。
＜事業目標＞

農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
委託

（１、２の事業）

１．GFPの活動取組の強化 90百万円
輸出産地等の裾野を広げ海外市場に繋げるため、GFPを活用した産地・事業者

への輸出診断やそのフォローアップ、商流構築等、多様化する輸出事業者のレベル
に応じた伴走支援、GFPコミュニティサイトや輸出先国規制情報検索ウェブサイトの
運営、輸出先国の規制に係る産地への課題解決支援に加え、人材育成機関と連
携した輸出に関する知見やマインドを有する人材の育成や、関係省庁や民間団体
と連携した人材マッチングや情報発信等を通じ、ニーズに合った輸出人材の確保等
を実施します。

【１. GFPの活動取組強化】

〈GFPとは〉
Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers 

Project の略称で、輸出意欲のある産地・事業者のコミュニティ形成等をオールジャパ
ンで支援するプロジェクト

(圃場の視察)

輸出診断、伴走支援 GFPコミュニティサイト 人材育成等

(研修でのグループディスカッション)

重点品目

商流構築

地域クラスター
育成

賞味期限・包材
対応

食品添加物等
諸外国規制

（参加メンバー）
食品製造事業者、商社、行政機関
（国、都道府県、市町村）、その他
支援機関等

～輸出産地等の裾野を広げるためのGFPコミュニティ形成等支援～

(GFP会員向け利用メニュー)

［お問い合わせ先］（１の事業）輸出・国際局輸出支援課（03-6738-7897）
（２の事業）新事業・食品産業部食品製造課（03-6744-2068）

【２.加工食品部会】

２．加工食品部会の支援 53百万円
加工食品の輸出拡大に向けて、輸出先国・地域の規制や市場状況、事例等の

調査・分析を行い、賞味期限延⾧対応、代替食品添加物や包材、表示等の諸
外国規制対応のほか、地域の中小食品事業者がまとまって輸出に取組む加工食
品クラスター組成・育成、商品や輸出先国に適した具体的な商流構築等、品目横
断的な課題解決に向けた取組を支援します。



持続的な食料システム確立に向けた推進支援体制の構築 【食品企業生産性向上推進委託事業】

農林水産省は食品製造業の生産性向上に貢献するため、令和７年４月（予定）から、食品企業生産性向上フォーラムを創設します。フォーラムは、
参加無料で、食品産業に係る国の施策情報などの有益な情報を食品企業や機械メーカーの皆様に提供いたします。
また、食品製造業事業者向けに工場人材育成のカリキュラム作成や研修会なども行います。さらに関係機関、関係企業が集まって、食品製造業の課題等
を検討するコンソーシアムの立ち上げも支援いたします。どなたでも参加いただけますので、皆様の参加をお待ちしております。

１ 食品製造事業者への情報発信

２ 食品工場の自動化を
推進するための人材育成

３ 技術開発のマッチング、業界横断的な
課題に関するコンソーシアムの形成

［お問い合わせ先］ 農林水産省 食品産業生産性向上チーム TEL:03-6738-6166 E-mail:kaizen@maff.go.jp

〇施策・予算情報（農林水産省、経済産業省、中小企業庁 他）
〇経営相談、ハンズオン支援（専門家派遣）等のサービス、中小企業基盤整備機構
〇融資情報（日本政策金融公庫、金融機関）
〇技術開発情報、技術相談・受託分析・受託研究に関する情報
〇機械設備、ロボットに関する情報（日本SIer協会、機械メーカー 他）

フォーラム参加者に継続的な学習、交流の場の提供
〇食品工場の自動化のための人材育成カリキュラムの作成（業種別）
〇業種別の自動化検討セミナー（工場責任者が対象）
〇食品製造業の自動化情報交換会

〇新事業創出に必要な技術開発に関するマッチング
〇業界横断的な課題に関するコンソーシアムの形成

【事業イメージ】

情報発信

人材育成 横断的なコンソーシアム

生産性向上に意欲的に取り組む中堅・中小の
食品製造事業者をトータル的にサポート



＜対策のポイント＞
輸出拡大に向けた環境を整備するため、輸出実績の向上に貢献するJAS等の国際標準化や農業・食品産業分野における国際標準の活用に向けた体制
整備等を推進します。

＜事業目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

１．ISO及び諸外国の国際標準化状況調査
ISOや諸外国の国際標準化の状況や、新たにJASを制定すべき分野、ISO提案を

行う分野について調査を実施し、新規JAS及び国際標準化の検討を行います。

２．国際規格の制定等
JAS等の国際標準化に向け、国際標準化戦略の検討、技術的データの収集、関

係者間の合意形成、海外との調整・調査等を実施します。

３．国際標準化等にかかる専門人材の育成
民間企業等において、国際規格文書の作成・解釈や国際会議での交渉に精通した

専門人材を育成するための高度な研修を実施します。

4．国際規格認証に向けた体制整備
農業・食品産業分野における日本発の国際規格を輸出力の強化に結び付けるた

め、当該国際規格の普及・認証体制整備を行います。

＜事業の流れ＞

国 民間団体等

委託

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部食品製造課基準認証室（03-6744-2096）

○ 民間の取引条件等の課題を解決

○ 輸出拡大に向け、規格に既に合致している我が国産品をそのまま市場に
出せる環境を整備

○ 輸出実績の向上に貢献するJAS等の国際標準化や農業・食品産業分
野における国際標準の活用に向けた体制整備等を推進

4．国際規格認証に向けた体制整備

国際標準の戦略的活用

JAS等をベースとした国際標準化の推進

１．ISO及び諸外国の国際標準化状況調査

２．国際規格の制定等

３．国際標準化等にかかる専門人材の育成

国際標準化活動の
実践

農林水産物・食品の
輸出環境整備

【令和7年度予算概算決定額 35（36）百万円】

 農林水産業・食品産業に国際標準化のノウハウ・経験を蓄積
 業界による積極的な国際標準化、国際規格の活用の促進

グローバル産地づくり推進事業のうち

JAS等の国際標準化による輸出力強化委託事業



＜対策のポイント＞
社会的課題に対応する農林水産・食品分野の国際標準化の議論に積極的・戦略的に関与する取組を実施するとともに、社会的課題への対応に寄与す
る新たなJAS等の規格の活用・啓発に向けた取組や、これらの分野の新規規格の制定等を推進します。

＜事業目標＞
○ 農林水産・食品分野において我が国が強みを有する技術・取組を国際標準に反映
○ JAS規格の制定件数（91件［2023年］→100件［2030年］ ）

＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞＜ 事 業 の 内 容 ＞

１．国際標準の議論への積極的・戦略的な関与 4（6）百万円
① 国際標準化機構（ISO）における「スマート農業」に関連する国際標準化の
議論の動向を把握し、我が国の強みのある分野における新たなJASの制定や
ISO提案についての戦略を検討します。

② ISOにおける国際標準化の議論に積極的・戦略的に対応するため、ISOに新
たに設置されたスマート農業関連の専門委員会等に対応するための国内委員会
を設置し、国内体制を整備します。

２．社会的課題に対応する規格等の活用・普及推進調査事業 8（8）百万円
① 持続可能な食料システムに貢献するJAS等の規格について、認証製品の取

扱いの具体的な意義等について事例収集し、これらの規格の認知度向上・普
及のための素材を作成します。

② ①の素材を活用したセミナー等を通じて、流通・小売業者等に規格の意義や
効果等をPRする取組を行います。あわせて、規格の認証事業者やその製品を
取り扱う流通事業者等が、消費者に対しこれらの規格をPRする取組を推進し
ます。

③ 生産者・食品事業者を対象として、規格・認証の意義・機能・効果等を理解
し、普及できる人材の育成のための研修会を実施します。

④ 社会的課題への対応に寄与する新規規格のニーズ・シーズを収集するとともに、
それを踏まえた新規規格の制定等の取組を推進します。

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部食品製造課基準認証室（03-6744-2098）

１ー４. 持続可能な食品産業への転換促進事業のうち
社会的課題に対応する農林水産・食品分野の国際標準化・規格活用推進事業

【令和７年度予算概算決定額 12（14）百万円】

＜事業の流れ＞
国 民間団体等

委託

優良事例の収集
普及素材の作成

研修会による普及・啓発、
各社でのPR

２.

スマート農業

国
際
標
準
化
の
議
論

戦略の検討

ニーズ・シーズ収集
新たなJAS制定

ISO

１.

日
本
の
意
見
の
反
映

国
際
標
準
化
の
動
向
を
把
握

4



＜対策のポイント＞
社会的課題に対応する農林水産・食品分野の国際標準化の議論に積極的・戦略的に関与する取組を実施するとともに、社会的課題への対応に寄与す
る新たなJAS等の規格の活用・啓発に向けた取組や、これらの分野の新規規格の制定等を推進します。

＜事業目標＞
○ 農林水産・食品分野において我が国が強みを有する技術・取組を国際標準に反映
○ JAS規格の制定件数（91件［2023年］→100件［2030年］ ）

＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞＜ 事 業 の 内 容 ＞

１．国際標準の議論への積極的・戦略的な関与 4（6）百万円
① 国際標準化機構（ISO）における「スマート農業」に関連する国際標準化の
議論の動向を把握し、我が国の強みのある分野における新たなJASの制定や
ISO提案についての戦略を検討します。

② ISOにおける国際標準化の議論に積極的・戦略的に対応するため、ISOに新
たに設置されたスマート農業関連の専門委員会等に対応するための国内委員会
を設置し、国内体制を整備します。

２．社会的課題に対応する規格等の活用・普及推進調査事業 8（8）百万円
① 持続可能な食料システムに貢献するJAS等の規格について、認証製品の取

扱いの具体的な意義等について事例収集し、これらの規格の認知度向上・普
及のための素材を作成します。

② ①の素材を活用したセミナー等を通じて、流通・小売業者等に規格の意義や
効果等をPRする取組を行います。あわせて、規格の認証事業者やその製品を
取り扱う流通事業者等が、消費者に対しこれらの規格をPRする取組を推進し
ます。

③ 生産者・食品事業者を対象として、規格・認証の意義・機能・効果等を理解
し、普及できる人材の育成のための研修会を実施します。

④ 社会的課題への対応に寄与する新規規格のニーズ・シーズを収集するとともに、
それを踏まえた新規規格の制定等の取組を推進します。

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部食品製造課基準認証室（03-6744-2098）

１ー４. 持続可能な食品産業への転換促進事業のうち
社会的課題に対応する農林水産・食品分野の国際標準化・規格活用推進事業

【令和７年度予算概算決定額 12（14）百万円】

＜事業の流れ＞
国 民間団体等

委託

優良事例の収集
普及素材の作成

研修会による普及・啓発、
各社でのPR

２.

スマート農業

国
際
標
準
化
の
議
論

戦略の検討

ニーズ・シーズ収集
新たなJAS制定

ISO

１.

日
本
の
意
見
の
反
映

国
際
標
準
化
の
動
向
を
把
握

4



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

஗ఇ岝ෝમ岝༩મ఺峝৿੟৷ୢఇ品に関峃る਍৸ન৳対策のৰ施؝ڭ
⋇ 新たなങഘ্ૄでのఇ஍・ఇ૩の஍૨৓な௬੼、଺ངによるଅယ岹峽Ⴊදのઞ৷
୤੖૘஍ટのਫ਼઒等、஗ఇの਍৸ਙ向঱に૑ਏ峔৹ਪ・૥ୡを行います。
⋈ 産業ౢ産੟等のෝમਹ৷ఁপの峉め岝品ସ峮਍৸ਙにબる৹ਪ・૥ୡ峮ਛী
のලಔীෲ১の৫৅を行います。
⋉ ༩મ中のથ૩物ସの੦૆க੿ਛ等の嵒崡崗管理ೈ઼のਫ਼ୈに૑ਏ峔৹ਪ・૥
ୡ等を行います。
⋊ ৿物৷ୢఇ品の承認・ઞ৷੦૆の設定等、৿੟৷ୢఇ品の਍৸ਙに関峃る௬
੼のౄৰに૑ਏ峔৹ਪ・૥ୡを行います。
⋋ 新たな౞ਹ৷ৱ౺峼ણ৷し峉༩મの௬੼੦૆設定に૑ਏ峔ੲਾのઽૐ఺峝流
ৢৰଙ৹ਪを行います。
⋌ ༩મੵৃにおけるಿ༳ද೴合・୹ஔ体制の実ಎに向けたਫ਼઒をਤめるため、ৰଙ
৹ਪ఺峝ୖ਻ਫ਼ୈを行います。

ఇදິਙ対策ア崗シ嵏ン崿嵑ン（2023-2027）峼౷峨岲峉対策のৰ施؝ڮ
⋇ 生産者、ᄕୢప等に対し、ಿ༳දの適ਫઞ৷・ඦ੎ઞ৷に向けた൤఺ཟ৅岝ఇ
ද૎ਭਙ૥ୡのૼ୒ଢ଼ఊ、੘௜にಿ༳දを੗৷するཿ性ႈ୰の੒ଆに向けた൤
఺ཟ৅等を行います。
⋈ ಿ༳性༩મ๣ਸ物の適ਫઞ৷を௓ਤするため、ઞ৷ৰଙ৹ਪ఺峝൤఺ཟ৅を
行います。
⋉ ੇႛ、ႛ産୭୆、ു༢水産৿物、ఎᓐ৿物におけるఇදິਙ༳৅ਠの৿向৹
ਪを行います。

・ 産業ౢ産物等のෝમਹ৷拡大に向けた品ସや਍৸
性にબる調査・૥ୡの実施

・ ෝમ事業者によるਛীীෲの適જな実施を
യすため、ලಔীෲ১の৫৅を実施 ҩҩҩڭ⋈

・ 新たなങഘ্ૄでのఇ஍・ఇ૩の஍૨৓な௬੼、
଺ངによるଅယ岹峽Ⴊදのઞ৷୤੖૘஍ટのਫ਼઒
等、農ఇの਍৸性向঱に必要な調査・૥ୡの実
施ҩҩҩڭ⋇

［お問い合わせ先］ ଎ા・਍৸局農産਍৸管理ୖ  (の事業⋈⋇ڭ) （03-3591-6585）
(２の事業、⋋ع⋊ڭ)     ଎ા・਍৸局ႛ水産਍৸管理ୖ（03-6744-2104）

・ ৿物৷ୢఇ品のઞ৷੦૆の設定にৱするため
෼性・ଋ೏૥ୡ、ધ൴調査等の実施 ҩҩҩڭ⋊

・ ఇදິ性૥ୡ১のૼ୒ଢ଼ఊভ৫ಈ
・ ႈ୰੒ଆૼ୒の໥ਘভ৫ಈ
・ ৿物ী৙のఇදິ性৿向調査 等 ҩҩҩ２

س ে産ৱ౫਍৸ન৳対策事業
【令和ڳ年度予算概算決定額 209（203）百万円】

৿物৷ୢఇ品

・ થ૩物ସ（か峝෼、ଋ೏農ఇ、੎সര）等の
அથ・実ଙ調査、ଋ೏・୎行૥ୡ ҩҩҩڭ⋉

・ ਍৸な༩મ製造やಿ༳性༩મ๣ਸ物の適ਫઞ৷
௓ਤのための実ଙ調査఺峝൤఺ཟ৅ ⋋⋌⋊ڭ・・・

༩ મ

ಿ༳දの適ਫઞ৷௓ਤのため

農 ఇ

＜対策のポイント＞
生産ৱ౫の਍৸確保に向けたఐ৾崯ー崧のઽૐীෲ岝嵒崡崗管理ೈ઼の੦ຊ峒峔る૥ୡ১の৫৅岝管理ু১ਫ਼઒岝ఇදິਙ༳の峨峽భଆૃ対策等峼
推進します。

＜事業目標＞
ਈ新のఐ৾৓な知ৄに੦峏き、਍৸峔ে産ৱ౫の਍定୹ஔ峼推進し、農ႛ水産物への଎ા者のਦ౅ન৳に๾൴

ෝ મ  

਍৸な
生産ৱ౫の
਍定৓な
୹ஔ

国 民間団体等
（੃੊府਩、৘঴੨をஅ峪）

委託
＜事業の流れ＞

新たなങഘ্ૄでの
ఇ஍・ఇ૩等の૥ୡ

崯ー崧 ਈ新のఐ৾৓
な知ৄ・ૼ୒の
ਤனに対応した
਍৸性の向঱

଺ངによる
ଅယ岹峽Ⴊදの

ઞ৷୤੖૘஍ટ等
崯ー崧

ෝમ生産 事業者によるীෲ 出෰

ළഉ実ଙ調査の実施 ੇႛを৷いた৿物૥ୡの実施

国際৓なઅえ্に੦峏いて、ఐ৾৓に੦૆கを設定

୎行૥ୡ

ළഉ実ଙ調査の実施 ੇႛを৷いた৿物૥ୡの実施



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．農薬、肥料、飼料及び動物用医薬品に関する安全確保対策の実施

① 新たな散布方式での薬効・薬害の効率的な評価、被覆による土壌くん蒸剤の使用
量減少効果の検証等、農薬の安全性向上に必要な調査・試験を行います。
② 産業副産物等の肥料利用拡大のため、品質や安全性に係る調査・試験や成分
の簡易分析法の開発を行います。
③ 飼料中の有害物質の基準値作成等のリスク管理措置の検討に必要な調査・試
験等を行います。
④ 動物用医薬品の承認・使用基準の設定等、動物用医薬品の安全性に関する評
価の充実に必要な調査・試験を行います。
⑤ 新たな未利用資源を活用した飼料の評価基準設定に必要な情報の収集及び流
通実態調査を行います。
⑥ 飼料工場における抗菌剤混合・供給体制の実装に向けた検証を進めるため、実態
調査及び課題検討を行います。

２．薬剤耐性対策アクションプラン（ ）を踏まえた対策の実施

① 生産者、獣医師等に対し、抗菌剤の適正使用・慎重使用に向けた普及啓発、薬
剤感受性試験の技術研修、治療に抗菌剤を多用する慢性疾病の予防に向けた普
及啓発等を行います。
② 抗菌性飼料添加物の適正使用を推進するため、使用実態調査及び普及啓発を
行います。
③ 家畜、畜産環境、養殖水産動物、愛玩動物における薬剤耐性菌発現の動向調
査を行います。

・ 産業副産物等の肥料利用拡大に向けた品質や安全
性に係る調査・試験の実施

・ 肥料事業者による成分分析の適切な実施を
促すため、簡易分析法の開発を実施 ･･･１②

・ 新たな散布方式での薬効・薬害の効率的な評価、
被覆による土壌くん蒸剤の使用量減少効果の検証
等、農薬の安全性向上に必要な調査・試験の実
施･･･１①

［お問い合わせ先］ １①②の事業 消費・安全局農産安全管理課 （ ）
１③～⑥、２の事業 消費・安全局畜水産安全管理課（ ）

・ 動物用医薬品の使用基準の設定に資するため
毒性・残留試験、文献調査等の実施 ･･･１④

・ 薬剤耐性試験法の技術研修会開催
・ 疾病予防技術の勉強会開催
・ 動物分野の薬剤耐性動向調査 等 ･･･２

〇 生産資材安全確保対策事業
【令和７年度予算概算決定額 （ ）百万円】

動物用医薬品

・ 有害物質（かび毒、残留農薬、重金属）等の
含有・実態調査、残留・移行試験 ･･･１③

・ 安全な飼料製造や抗菌性飼料添加物の適正使用
推進のための実態調査及び普及啓発 ・・・１③⑤⑥

飼 料

抗菌剤の適正使用推進のため

農 薬

＜対策のポイント＞
生産資材の安全確保に向けた科学データの収集分析、リスク管理措置の基礎となる試験法の開発、管理手法検証、薬剤耐性菌のまん延防止対策等を

推進します。

＜事業目標＞
最新の科学的な知見に基づき、安全な生産資材の安定供給を推進し、農畜水産物への消費者の信頼確保に貢献

肥 料

安全な
生産資材の
安定的な
供給

国
民間団体等

（都道府県、市町村を含む）

委託
＜事業の流れ＞

新たな散布方式での
薬効・薬害等の試験

データ 最新の科学的
な知見・技術の
進展に対応した
安全性の向上

被覆による
土壌くん蒸剤の

使用量減少効果等
データ

肥料生産 事業者による分析 出荷

汚染実態調査の実施 家畜を用いた動物試験の実施

国際的な考え方に基づいて、科学的に基準値を設定

移行試験

汚染実態調査の実施 家畜を用いた動物試験の実施



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

஗ఇ岝ෝમ岝༩મ఺峝৿੟৷ୢఇ品に関峃る਍৸ન৳対策のৰ施؝ڭ
⋇ 新たなങഘ্ૄでのఇ஍・ఇ૩の஍૨৓な௬੼、଺ངによるଅယ岹峽Ⴊදのઞ৷
୤੖૘஍ટのਫ਼઒等、஗ఇの਍৸ਙ向঱に૑ਏ峔৹ਪ・૥ୡを行います。
⋈ 産業ౢ産੟等のෝમਹ৷ఁপの峉め岝品ସ峮਍৸ਙにબる৹ਪ・૥ୡ峮ਛী
のලಔীෲ১の৫৅を行います。
⋉ ༩મ中のથ૩物ସの੦૆க੿ਛ等の嵒崡崗管理ೈ઼のਫ਼ୈに૑ਏ峔৹ਪ・૥
ୡ等を行います。
⋊ ৿物৷ୢఇ品の承認・ઞ৷੦૆の設定等、৿੟৷ୢఇ品の਍৸ਙに関峃る௬
੼のౄৰに૑ਏ峔৹ਪ・૥ୡを行います。
⋋ 新たな౞ਹ৷ৱ౺峼ણ৷し峉༩મの௬੼੦૆設定に૑ਏ峔ੲਾのઽૐ఺峝流
ৢৰଙ৹ਪを行います。
⋌ ༩મੵৃにおけるಿ༳ද೴合・୹ஔ体制の実ಎに向けたਫ਼઒をਤめるため、ৰଙ
৹ਪ఺峝ୖ਻ਫ਼ୈを行います。

ఇදິਙ対策ア崗シ嵏ン崿嵑ン（2023-2027）峼౷峨岲峉対策のৰ施؝ڮ
⋇ 生産者、ᄕୢప等に対し、ಿ༳දの適ਫઞ৷・ඦ੎ઞ৷に向けた൤఺ཟ৅岝ఇ
ද૎ਭਙ૥ୡのૼ୒ଢ଼ఊ、੘௜にಿ༳දを੗৷するཿ性ႈ୰の੒ଆに向けた൤
఺ཟ৅等を行います。
⋈ ಿ༳性༩મ๣ਸ物の適ਫઞ৷を௓ਤするため、ઞ৷ৰଙ৹ਪ఺峝൤఺ཟ৅を
行います。
⋉ ੇႛ、ႛ産୭୆、ു༢水産৿物、ఎᓐ৿物におけるఇදິਙ༳৅ਠの৿向৹
ਪを行います。

・ 産業ౢ産物等のෝમਹ৷拡大に向けた品ସや਍৸
性にબる調査・૥ୡの実施

・ ෝમ事業者によるਛীীෲの適જな実施を
യすため、ලಔীෲ১の৫৅を実施 ҩҩҩڭ⋈

・ 新たなങഘ্ૄでのఇ஍・ఇ૩の஍૨৓な௬੼、
଺ངによるଅယ岹峽Ⴊදのઞ৷୤੖૘஍ટのਫ਼઒
等、農ఇの਍৸性向঱に必要な調査・૥ୡの実
施ҩҩҩڭ⋇

［お問い合わせ先］ ଎ા・਍৸局農産਍৸管理ୖ  (の事業⋈⋇ڭ) （03-3591-6585）
(２の事業、⋋ع⋊ڭ)     ଎ા・਍৸局ႛ水産਍৸管理ୖ（03-6744-2104）

・ ৿物৷ୢఇ品のઞ৷੦૆の設定にৱするため
෼性・ଋ೏૥ୡ、ધ൴調査等の実施 ҩҩҩڭ⋊

・ ఇදິ性૥ୡ১のૼ୒ଢ଼ఊভ৫ಈ
・ ႈ୰੒ଆૼ୒の໥ਘভ৫ಈ
・ ৿物ী৙のఇදິ性৿向調査 等 ҩҩҩ２

س ে産ৱ౫਍৸ન৳対策事業
【令和ڳ年度予算概算決定額 209（203）百万円】

৿物৷ୢఇ品

・ થ૩物ସ（か峝෼、ଋ೏農ఇ、੎সര）等の
அથ・実ଙ調査、ଋ೏・୎行૥ୡ ҩҩҩڭ⋉

・ ਍৸な༩મ製造やಿ༳性༩મ๣ਸ物の適ਫઞ৷
௓ਤのための実ଙ調査఺峝൤఺ཟ৅ ⋋⋌⋊ڭ・・・

༩ મ

ಿ༳දの適ਫઞ৷௓ਤのため

農 ఇ

＜対策のポイント＞
生産ৱ౫の਍৸確保に向けたఐ৾崯ー崧のઽૐীෲ岝嵒崡崗管理ೈ઼の੦ຊ峒峔る૥ୡ১の৫৅岝管理ু১ਫ਼઒岝ఇදິਙ༳の峨峽భଆૃ対策等峼
推進します。

＜事業目標＞
ਈ新のఐ৾৓な知ৄに੦峏き、਍৸峔ে産ৱ౫の਍定୹ஔ峼推進し、農ႛ水産物への଎ા者のਦ౅ન৳に๾൴

ෝ મ  

਍৸な
生産ৱ౫の
਍定৓な
୹ஔ

国 民間団体等
（੃੊府਩、৘঴੨をஅ峪）

委託
＜事業の流れ＞

新たなങഘ্ૄでの
ఇ஍・ఇ૩等の૥ୡ

崯ー崧 ਈ新のఐ৾৓
な知ৄ・ૼ୒の
ਤனに対応した
਍৸性の向঱

଺ངによる
ଅယ岹峽Ⴊදの

ઞ৷୤੖૘஍ટ等
崯ー崧

ෝમ生産 事業者によるীෲ 出෰

ළഉ実ଙ調査の実施 ੇႛを৷いた৿物૥ୡの実施

国際৓なઅえ্に੦峏いて、ఐ৾৓に੦૆கを設定

୎行૥ୡ

ළഉ実ଙ調査の実施 ੇႛを৷いた৿物૥ୡの実施



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

・ 国内事業者が行う輸出先当局に対する施設登録について、施設や衛生管理が
輸出先国の要件に適合しているかの書類確認や登録申請などの手続きを、
日本の管轄当局が行うよう輸出先当局から求められるケースが増えている。

・ これらの輸出先当局からの要求に対応し、我が国事業者の輸出の維持・拡大
をするために必要な取組を実施する。

（施設登録に関して日本の管轄当局の管理が求められている例）
○ 中国向け食品の企業登録

2022年1月以降、特定の品目については、製造・保管等を行った企業を輸出
国の管轄当局が中国当局に登録することが求められている。

○ 台湾向け水産食品の製造等施設登録
台湾向け水産食品について、輸出国の管轄当局を通じて施設登録の申請を
行い、台湾政府の承認を受けることが求められている。

○ インドネシア向け乳製品等の製造施設登録
インドネシア向け乳製品については、輸出国の管轄当局を通じて施設登録の
申請を行い、インドネシア政府の承認を受けることが求められている。

［お問い合わせ先］輸出・国際局規制対策グループ（03-3501-4079）

＜対策のポイント＞
   中国等の輸出先当局による農林水産物・食品の製造等を行う国内事業者への登録規制等に対して、施設登録時の書類確認、適合性の現地調査、
規制内容の周知、相談対応等を実施する。

  ＜事業目標＞
   ○ 農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
委託

【令和7年度予算概算決定額 40（50）百万円】
輸出環境整備推進事業のうち

輸出事業者登録推進事業

輸出事業者

輸出先当局

・規制内容の問合せ対応

登録申請

日本の管轄当局

・申請書類の確認・助言
・現地調査 等

・リーフレットの更新



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

農業機械の安全性能評価を公表することで、メーカーに対し安全性の高い農業

機械の開発を促すとともに、農業者が安全性の高い農業機械を選択しやすい環

境を整備し、安全な農業機械の普及促進を図ります。

○安全性能アセスメントの実施

令和６年度に策定した農用高所作業機に係る試験手法及び評価手法を用

いて、市販されている農用高所作業機について安全性能に関する試験を実施し、

その結果を公表します。

農業機械の安全性能アセスメント

【令和７年度予算概算決定額 （ ）百万円】

＜対策のポイント＞
より安全な農業機械の普及促進を図るため、農業機械の安全性能評価を行うための試験・評価手法を活用し、安全性能アセスメントを実施します。

＜事業目標＞
農作業事故による死亡者数の減少

＜事業の流れ＞

国
委託

［お問い合わせ先］農産局技術普及課（ ）

民間団体等
（研究機関、大学を含む）

○安全性能アセスメントの実施

【転倒角試験】

評価結果を広く公表

＜実施イメージ＞

令和６年度に策定した農用高所作業機に係る試験手法及び評価手法

安全性能に関する試験の実施例

農業者が安全性の高い農業機械を選択しやすい環境を整備し、
安全な農業機械の普及促進を図る

【墜落抑止用器具の安全性能確認】



国内肥料資源利用拡大対策事業

【令和６年度補正予算額 百万円】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．施設整備等への支援
堆肥等の高品質化・ペレット化など、広域流通等に必要な施設整備等を支援します。

２．国内資源の肥料利用拡大等の取組への支援
① ほ場での効果検証の取組、成分分析、検討会開催、機械導入等を支援します。
② 関係事業者間のマッチングや理解醸成等の取組を支援します。

３．国内資源の肥料利用拡大に向けた調査
① 国内資源の肥料利用の効率化に必要な全国の土壌養分等の状況を調査し、
土地生産力を明らかにします。
② 家畜排せつ物等の高度利用実態等を調査します。

＜事業の流れ＞

国

都道府県協議会等
民間団体等

（農業者の組織する
団体を含む）

民間団体等

定額、 以内

委託

（１、２①の事業）

（３の事業）

定額、 以内

定額、 以内

民間団体
定額

（２②の事業）

農産局技術普及課 （ ｰ ）
農業環境対策課（ ｰ ）

畜産局畜産振興課 （ ）

（１、２の事業）
（２①、３①の事業）
（１、２、３②の事業

［お問い合わせ先］

・堆肥化処理施設
・乾燥施設 ・臭気設備 等

堆肥の高品質化等に必堆肥の高品質化等に必
要な施設等の整備支援

肥料向けの国内資源肥料向けの国内資源
の供給実証支援

・資材購入費
・成分分析費 等

・ペレット化施設
・乾燥施設 ・臭気設備 等

肥料の製造施設等の肥料の製造施設等の
整備支援

肥料の試作支援

・資材購入費
・成分分析費 等

肥料の利用機械等の肥料の利用機械等の
導入支援

・堆肥等散布機
・土壌分析機 等

肥料の効果検証支援

・資材購入費
・土壌分析費 等

原料供給事業者、肥料製造事業者、肥料利用者原料供給事業者、肥料製造事業者、肥料利用者
との間で連携計画を作成した者へ支援

原料供給事業者 肥料製造事業者 肥料利用者

ペレット肥料高品質な堆肥

肥料利用者が使いやすい肥料の実用化・利用拡大 家
畜
排
せ
つ
物

管
理
方
法
調
査

地
力
調
査

有機入り
配合肥料

＜対策のポイント＞
肥料の国産化に向けて、畜産業由来の堆肥や下水汚泥資源などの国内資源の肥料利用を推進するため、肥料の原料供給事業者、肥料製造事業者、肥

料利用者の連携づくりや施設整備等を支援します。

＜事業目標＞
肥料の使用量（リンベース）に占める国内資源の利用割合を拡大（ ％［令和 年度まで］）



＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

【令和７年度予算概算決定額 20（22）百万円】
７ 海外・異分野動向調査 【継続】

＜対策のポイント＞
「食料・農業・農村基本計画」や「みどりの食料システム戦略」に基づき、先端技術のみならず、様々な課題に対応した研究開発を進めるため、海外・異分野の
最新の研究開発動向等を俯瞰的に調査するとともに、市場動向、グローバルベンチマーク等の調査を実施します。
この調査結果を「農林水産研究イノベーション戦略」や政府戦略等に反映することで、「食料安全保障強化政策大綱」に基づく各種施策の実行、「食料・農業
・農村基本法」改正の検討方向を踏まえた対応等を着実に進め、イノベーションの創出を加速します。

＜政策目標＞
我が国に適用可能な海外・異分野の技術を明らかにし、農林水産研究に係る戦略等を策定

［お問い合わせ先］農林水産技術会議事務局研究企画課（03-3502-7408）

○ 国が選定した分野について、
海外・異分野の動向を俯瞰的に
調査。

農林水産研究イノベーション戦略等に反映し、みどりの食料システム戦略の実現に向けた
イノベーションの創出を加速

国 民間団体等※

委託

＜事業の流れ＞

○ 農林水産業の振興に重要な技術の最新の
研究開発の動向、政府の主要な支援施策、
現在と将来の市場規模等、海外・異分野の
動向等を俯瞰的に調査します。

○ 市場性、グローバルベンチマーク等について
深堀りして調査を行い、我が国として取り入れ
ることができる要素があるか追求します。

○ 調査によって得られた知見を農林水産研究
イノベーション戦略等に反映し、イノベーションの
創出を促します。

研究開発
動向

市場性

市場規模

支援施策

○ 市場性、グローバルベンチ
マーク等について深堀りして
調査を行い、我が国として
取り入れることができる
要素があるか追求。

※ 公設試・大学を含む。

グローバルベ
ンチマーク



８ みどりの食料システム戦略実現のためのアウトリーチ活動の展開 【継続】

＜対策のポイント＞
「みどりの食料システム戦略」の実現に資するゲノム編集技術等の先端技術の社会実装に向けて、専門家と消費者や関係業界とのサイエンスコミュニケー

ション等を実施するとともに、先端技術をわかりやすく伝える動画等のコンテンツを制作し、広く情報発信します。
＜政策目標＞
先端技術に対する消費者理解の向上［概ね80％以上］

＜事業イ メージ＞＜事業の内容＞

１.専門家による消費者・関係業界へのアウトリーチ活動の展開
○ 先端技術に対する消費者・関係業界の理解の促進や不安等に
応えるため、研究者等の専門家から消費者団体や販売・流通業者、
食品製造加工業者、学生等に対して、先端技術をわかりやすい言
葉で丁寧に情報提供し意見交換を行う、双方向のサイエンスコミュ
ニケーション等を実施します。

２.消費者等向けコンテンツの制作・情報発信
○ 消費者等に先端技術をわかりやすく伝える解説動画やリーフレッ
トなどのコンテンツを制作し、情報発信します。

○ 先端技術を用いた農林水産物・食品の市場性等を調査・分析し
ます。

【令和７年度予算概算決定額 16（18）百万円】

［お問合せ先］農林水産技術会議事務局研究企画課（03-3502-7408）

専門家

専門家による消費者・関係業界へのアウトリーチ活動の展開

研究者による
先端技術や研究施設
の紹介

意見交換

農林水産物・食品の
市場性等の調査・分析

消費者等向けコンテンツの制作・
情報発信

【対象者】 消費者団体
販売・流通、製造加工業者
学生 等

サイエンスコミュニケーション オープンラボ交流会

情報発信

情報発信

・ ゲノム編集技術等先端技術

情報発信

国 民間団体等※

委託

※ 公設試・大学を含む。

＜事業の流れ＞
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